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２０１９年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【商 法】 

 

次の文章を読んで、【問１】と【問２】に答えなさい。 

 

１．Ｐ株式会社（以下「Ｐ社」という。）は、取締役会設置会社かつ監査役設

置会社である。Ｐ社の取締役はＡ、Ｂ、及びその他３名であり、その代表取

締役はＡのみである。Ｂは、Ｐ社にとって必要でかつ高度の専門技術を有し

ており、Ｐ社にとって有益な人物であるというのが衆目の一致するところで

ある。 

２．ＡはＢに頼まれて、Ｂが自宅を購入するために、Ｑ銀行から１億円を借り

入れるに際して、Ｐ社がＢの債務（以下「本件債務」という。）を保証する

契約（以下「本件保証契約」という。）を、Ｐ社の代表取締役としてＱ銀行

との間で締結した。本件保証契約の締結に際しては、Ｐ社は一般的な基準の

保証料をＢから受領した。また、Ａは、本件保証契約について、Ｐ社の取締

役会において重要な事実を開示し、Ｂを除く取締役全員の一致による承認を

受けた。なお、Ｂは当該取締役会決議には加わらなかった。さらに、本件保

証契約の締結後、Ａは、遅滞なく、当該取引についての重要な事実をＰ社の

取締役会に報告した。 

３．ところが、Ｂは、本件債務をＱ銀行に弁済できなかった。Ｐ社は、Ｑ銀行

から本件保証債務の履行を請求されたため、Ｂに代わってＱ銀行に８０００

万円を弁済した。Ｐ社の取締役会は、ＢがＰ社にとって必要・有益な人物で

あることに配慮し、Ｂの支払を猶予する旨の決議を、Ｂを除く取締役全員の

一致により承認し、Ｐ社はＢに対し本件債務を求償していない。 

 

【問１】Ｐ社が、Ｑ銀行に弁済した８０００万円について、ＡのＰ社に対する

会社法上の損害賠償責任を追及することができるか。 

 

【問２】Ｐ社の株主Ｃが、Ｂに対して、Ｐ社に対する償還を求める株主代表訴

訟を提起した。Ｃの請求は認められるか。 

 

 

※  解答用紙の記入に際しては、【問１】、【問２】と見出しをつけて記入し

なさい。 


